
第 334 回  八千代歴史を訪ねて    6 K   

日  時 2023 年 7 月 14 日（金） 9 時 15 分       

集合場所   東葉高速線・京成線 勝田台駅 北口下車 徒歩 10 分の栄町公園    

       （注）①北 A３出口から地上へ、役員が旗を持ち公園へ誘導します。 

          ②栄町公園にトイレはありません。 

 

（コース）栄町公園    八千代市立郷土博物館（見学・休憩）   正覚院（毘沙門天）  

  八千代市総合運動公園（休憩１０分）    京成線大和田駅で流れ解散（11：50 分頃）  

１，八千代市立郷土博物館                        

「新川流域の自然と人々の関わりの変遷」をメインテーマに 

平成５年に開館。考古、歴史、民族、産業、自然を含めた 

総合的な資料を展示している。 

展示内容 

  現在の姿から過去へさかのぼる「倒叙法（とうじょほう）」を 

採用。 

○ 展示ホール 

     ９面マルチスクリーンなどによる現在の八千代の 

    紹介および、八千代をイメージさせています。 

○ 展示室 

     新川、印旛沼の開削工事や成田詣でにぎわった  

    宿場町、人々の生活や自然などを、「かわりゆく 

八千代」「台地と谷津を開く人々」「大地のひろ 

がりを生きる人々」の３つのコーナーに分け、 

映像も用いて紹介しています。 

○ ラウンジ 

   「大地に刻まれた歴史」と地名の由来や、 

当地にあった小学校の写真などを紹介しています。 

  

２，正覚院（しょうかくいん）（毘沙門天） 

真言宗豊山派の寺院。山号は池證山。寺号は鴛鴦寺。 

本尊は釈如来像。鴛鴦（おしどり）伝説で知られる寺である。 

県指定有形文化財・・木造釈迦如 

 

３，大和田排水機場 

  新川の水位上昇時に稼働し、水を花見川に放出して東京湾へ 

  流すことにより、印旛沼の水量を調整します。昭和４１年に完成し、流域の水害は減少しました。 

下 見 2023.5.26(金) ☀（晴れ）  四宮・田中（紀子）・原 

誘 導：３班（市大１４～市大１９期）四宮、岡澤 （柳川、美濃輪） 

１班（老大１９～市大 ９期）原 、吉田 （滝沢） 

２班（市大１０～市大１３期）田中（紀子）、井上（田中（礼子）、加藤） 

（今回は列の先頭を３班とし、１班、２班と続く）  

船 橋 市 い き い き 同 窓 会 ｢歩 こ う 会｣ 

（ご注意）自宅で検温して３７度未満であることを確認して参加して下さい。（マスク着用は自由です 
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